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光ディスクファイルシステム

"H汀FILE650”によるイメージ情報検索システム

ー鹿島建設株式会社での事例-
lmagelnformationSystemofKAJIMACorporation

UsingOpticalDiskFileSystem"HITFILE650''

総合建設業では,土木･建築関連技術情報を支店･現場の第一線の技術者に

迅速かつ的確に提供することが重要なポイントである｡従来はホストコンピュ

ータ上のデータベースを検索し,資料管理部暑から資料を取り寄せる方法が主

流であった｡

鹿島建設株式会社では,ホストコンピュータ上のデータベースと光ディスク

ファイルシステム(HITFILE650)を結合することによって,検索結果を現場,

設計部門,研究部門の技術者に提供できるイメージ情報検索システムを開発し

た｡その結果,支店･現場端末からホストコンピュータ上のデータベースを検

索することによって,ホストコンピュータに接続されたHITFILE650からFAX

回線を利用して,資料原文そのままの情報を各部門の技術者に提供することが

可能になった｡

n 緒 言

建設事業での調査,計画,設計,施工,アフターケアの各

70ロセスのエレクトロニクス関連技術(コンピュータ,センサ,

ロボットなど)の応用は著しい進歩を遂げており,これらの適

用事例は急激に増加している｡その新技術はより多く建設業

務に適用されることによって,建設事業全体を高度化してい

〈ものであり,各個別技術を情報として第一線の技術者へ提

供するシステムも不可欠となっている｡このため鹿島建設株

式会社では,先端技術,施工ノウハウ,施工計画,工事実績,

コストなどに関する情報を,ホストコンピュータおよび光デ

ィスクファイルシステム(以下,光ファイルと略す｡)に蓄積し,

これらの情報をコンピュータネットワーク,FAX(ファクシミ

リ)を利用して現場,設計部門,研究部門の技術者に提供する

システムを開発した1)｡

本論文では,鹿島建設株式会社でのイメージ情報検索シス

テム(新土木技術情報システム)開発の背景,ねらい,および

機能と特徴について述べる｡
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囚 システムの概要

2.1開発の背景

建設事業は一品現場生産で,かつ屋外作業が多く,天候な

どに直接左右されることが他の産業と大き〈異なっている｡

このため,工事の施工に当たっては変化する現場条件に迅速

かつ的確に対処して,工事の品質と納期を確保することが必

要となり,同時に技術面･管理面にわたる情報,すなわち類

似した施工条件や構造物など過去の実績(研究･開発･設計･

施工)に関する技術資料,工法･構造物の諸元に関するファク

トデータなどの情報提供によって,現場生産活動をいっそう

効率的なものにする必要がある｡

従来,これらは個人の経験と知識に依存する部分が多かっ

たが,この情報提供業務の合理化･省力化を目的に,昭和57

年第一次土木技術情報システムを開発した｡しかし,このシ

ステムは当時の技術的な制約もあり,資料の所在情報提供形

システムであり,現場ニーズへの対応としては効率が悪く,

昭和61年4月から第二次システム(新土木技術情報システム)

の開発に着手した｡

*鹿島建設株式会社情報システム部 **鹿島建設株式会社東京支店土木部工学博一ヒ
***
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2.2 システムのねらい

昭和57年に運用開始された｢土木技術情報システム+は,

設計･施工･研究開発の各プロセスから発生する技術資料お

よびファクト情報の収集･保管･管理･検索を手作業に負う

部分が多く,現場ニーズへの対応としては効率が悪かった｡

そのため,最新のコンピュータ技術,イメージなどの新し

いメディア,通信技術を駆使した新システムの開発が必要に

なった｡このシステム化に当たっては本社プロジェクトチー

ムを結成し,全社にアンケート調査を行い,利用ニーズ,対

象技術資料,工法･構造物の各諸元5,800項目の標準化,およ

び検索に用いるキーワ】ド約2万語を整備し,図1に示す全

体システムイメージを作成した｡

具体的には次のような点をねらいとした｡

(1)光ファイル,FAX,コンピュータを連結し,全社ネット

ワークによるオンライン検索とFAX通信網を利用したイメー

ジ情報(資料原文)の自動電送

(2)柔軟性のあるDB(データベース)化と文献検索機能の豊富

な専用ソフトウェアの適用

(3)検索精度･効率向上を図るための,キーワード再整理と

シソーラス※)の構築

灘)シソーラス(Thesaurus):情報検索に使用されるキーワード

(見出し語)の意味的関係(用語間の上位･下位,

類語などの関係)を明示した一種の辞書であり,

語辞典とも言う｡

本店大形コンピュータ

日昌日
回

同義･反意,

類語集,類義

(4)DB操作に関してのマニュアルレス化

(5)データ登録,更新処理の作業効率向上

(6)障害回復,機密保護に対する十分な配慮

2.3 システム構成

本システムは大別すると,HITFILE650を中心とした光フ

ァイル上の一次DBシステム(以下,一次DBと略す｡)と,ホス

トコンピュータHITACM-680D/VOS3(Virtual-StOrage

OperatingSystem3)上の二次DBシステム(以下,二次DBと

略す｡)の二つのデータベースシステムによって構成している｡

二次DBとしては,データ登録用DB RDBl(RelationalData

Base
managerl)と,文献検索用DB ORION(Online

RetrieverofInformation)によって構成している｡このホス

ト系DBと光ファイルシステムのDBによって,異なるメディ

アの情報を結び付け,資料原文そのものの検索･提供を可能

にした｡ハードウェア構成を図2に,DB構成を図3に示す｡

B システムの特徴

本システムは各種のサブシステムで構成されているが,特

に工夫を要した光ファイルー次DBの登録･編集処理,検索処

理,およびFAX自動配信システムについて述べる｡

3.1登録･編集処理

このサブシステムは,ホストコンピュータの二次DB情報か

ら光ファイルのタイトル情報を自動的に作成することによっ

て,両DBの整合性およびタイトル作成業務の合理化,光ファ

イルへの登録･編集,およびバックアップ処理の効率化をね

支店中形コンピュータ

本店支店コンピュータネットワーク

自白日日
土木技術情報システム

土木技術

二刻青報

光ディスクファイルシステム

コンピュータ端末

盈 墓 FAX 画像入出力装置

[

光ディスクファイル

(資料データベース)

[≡≡∃

専用国緑

システム利用部署(本店)

恩 FAX

コンピュータ端末

注:略語説明 FAX(ファクシミリ)

図l全体システムイメージ イメージ情報システムの全体システムイメージを示す｡

32

圃

日日

システム利用部署(支店)

FAX

[≡≡∃
コンピュータ端末

システム利用部署(現場)

[コ

[≡≡∃

FAX



光ディスクファイルシステム``HITFルE650''によるイメージ情報検索システム 305

らいとしたものである｡これらの機能は,ホストコンピュー

タとワークステーションとのマイクロメイン結合と,HITFILE

650で稼動する独自のソフトウェアを作成し実現したものであ

り,その機能概要を次に述べる｡

■

■■

dl

d一

■

-

ll

ホスト

HITAC M-680D

注:略語説明

M(Modulator Demo仙ator),TCE(TerminalControIEquipment)

0+∪(OpticaldiskJibraryUnit)

TCE

(1)タイトルの自動作成

この機能は,HITFILE650のタイトルー括入力機能を,よ

り効果的に活用することを目的として開発したものである｡

タイトルの作成は,二次DB上の主要項目の編集と補足表の走

国
誘

[亘萱:コ

匹≡ヲb

ZZ

HITFlしE650

[∃

図2 ハードウェア構成 ホストコンピュータと光ファイルシステムの接続構成を示す｡

技術資料

●施工計画書

●技術ニュース

●技術指針･標準

●技術報文集

●資料コスト資料

●実行予算書

●設計図書

本

店
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店

現

場

施工情報

●エ事内容データ

工期

工事金額

発注者

●構造物データ
●工種･エ法データ

●工事数量データ

設計情報

●設計諸元

●設計概要
設計ジョブナンバー

設計担当者

構造物概要

●設計図書･計算書

●設計図面

FAX

＼

E≡i≡≡∃≡l2020

光ファイルシステムを利用した一次情報DB

□

⊂蔓⊃(:二≡⊃

⊂三⊃⊂三⊃

(:二亘⊃(:互⊃

OLU

_ _ ____
+

_+=

顧
●､ヽ

●資料コスト資料

●技術ニュース

●技術指針･標準

●技術報文集

●施工計画書

●実行予算書

(タイトル情報の自動作成)
▼

大形コンピュータを利用した二次情報DB
ヽ
ヽ

リレーショナルDBMS RDBlを利用Lた二次情報DB l

=シソーラスDB= =施工情報DB= =設計情報DB= =技術資料DB=

巨匡∃匡∃ 匡重臣≡基

文献検索用DBMS OR10Nを利用Lた二次情報DB

=施工情報DB= =設計情報DB= =技術資料DB=

巨∈≡書 目∈≡書 日∈≡∃

注:略語説明 DBMS(DataBaseManagementSystem),RDBl(RelationalData Basemanagerl),OR10N(0∩-1i=eRetriever ofln佃mation)

DB(Data Base)

図3 DB構成 一次DBと二次DBの構成を示す｡
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義情報の付加を行い,タイトル情報ファイルを作成し,日立

パーソナルワークステーション2020のMML(Micro Main_

frameLink)の機能によってHITFILE650のタイトルFD(フロ

ッピーディスク)を作成する｡ここで作成の対象となった資料

は,光ファイルへ登録されるものであり,この処理と同時に

二次DI∋上にも資料原文登録処理済みの指示を行うことによっ

て,自動整合を達成している｡

(2)光ファイル登録･編集･管理とバックアップ

光ファイルへの資料登録管理は,その作業に多大なマンパ

ワーを必要とし,かつ光ディスクは登録内容を消したり,再

編成できず運用管理面でも種々のアイディアが必要となる｡

また,バックアップについても,12インチ光ディスク1枚当

たり10時間程度かかり頻繁に行える状況ではか-｡このため,

次のような連用形態とプログラムを開発した｡

(a)すべての入力処理は,DIiとして利用される光ディスク

盤に直接登録せず,入力専用光ディスク盤を設定し,各種

資料をランダム登録する｡

(b)この専用光ディスク盤を介して,本来のDBとなる光デ

ィスクのキャビネットへ自動編集登録をする｡

(c)この入力専用光ディスク盤を保存することによって,

本来のDBとなる光ディスクが破壊された場合でも,再度当

⊂享亘コ
M-680D

技術資料
DB

技術資料情報

の登録

資料

2020

●施工計画書

●工事完了報告書
など

該ディスクから復元でき,バックアップとして利用できる

とともに,外注入力用として共用活用することを可能にし

た｡

これらの運用管矧ま,HITFILE650上に独自に次のプログ

ラムを開発,組み込むことによって実現した｡

(3)光ファイルキャビネットヘの自動振r)分けと登録

自動振r)分けは,日常の運用を合理的かつ効率よく行うた

めにきわめて重要なことであった｡本プログラムは,入力専

用光ディスクのファイル名およびタイトル項目の一部として

設定したキャビネット名項目を入力し,残容量管理ファイル

を参照し,各キャビネットの登錦可能枚数をチェックしなが

ら,DBとなる光ディスクに振り分け登録する｡

また,異なるタイトル設計がなされている資料登録業務に

も対応できるように,自動振り分けのキーとなる項目,すなわ

ちタイトル項目中のファイル名,キャビネット名の物理的位

置を自由に指定できるように設計したため,光ファイル導入

各部署への水平展開が可能となり,多大な効果を上げている｡

図4に光ファイルDBの登録･編集フローを示す｡

(4)光ファイルの各キャビネットごとの残容量管理

光ファイルのキャビネットへ自動的に登録するには,人手

を介さずに自動的にキャビネットの最新状況を把握すること

l土木技術本部l l外注(入

HIT
更新日

1匝】/月
タイトル

自動作成

プログラム
タイトル

ファイル

残容量
管理
ファイル

l 丁イ

デイ

タイトルFD

す

の

卜

た

ピ

は

lT

キャビネット

情報マスタ

(平岩蕊s)

(平岩忍s)

)

l

ムIl

､

__叉

H什FILE650(光ファイノ

l残容量計算プログ

○＼＼＼
､､

､､

､
■､

HITFルE650､＼

のディスク

力)

FルE650

スク作成用

スク

○溌ペての資料

画像とタイ

ルを入れる｡

だし,キャ

ネット分け

しない｡

土木技術本部

HlTFILE650(光ファイル)

団---
キャビネットヘの

自動振り分けプロ

グラム

HITFルE650

＼のディスク国]＼＼苧
＼

＼

最大36枚＼＼

＼

＼団
一次DB

溌

保管

○
副

注:略語説明IFIT(lnteraotiveFileTra〔Smissio[PrOgram)

図4 光ファイル一次DB登録･編集フロー 光ファイル一次DBの登鼠編集,保管などの涜れを示す｡
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が運用管理上の必須(す)条件である｡これはキャビネットの

オーバーフローを未然に防ぎ,作業の手戻りをな〈す意味で

も重要な課題であった｡本70ログラムは,これらの課題を解

決するために光ファイルのディレクトリーを直接読み込み,

今後登録できる枚数をキャビネットごとに計算し,その結果

をHITFILE650の固定ディスクに登録することによって残容

量管理を可能にした｡

3.2 検索処理

検索処理では,より詳細で正確な情報を第一線の技術者に

提供するために,従来の二次DB情報だけでな〈,光ファイル

のイメージ情報の提供も可能にしている｡同時に検索処理の

操作性を向上させ,コンピュータの専門家でなくてもだれで

もが使えるものを目指し,テンキー,ファンクションキーの

操作だけで目的の情報を取り出すことができるようガイダン

ス方式による簡易検索用画面を作り,マニュアルレスのシス

テムとしている｡

(1)簡易検索用画面を用いた二次DBの検索

本システムでは,二次DBにRDBl･ORIONの両DBを利用

しているが,これらのDBMS(Data Base Management

System)がサポートしている汎(はん)用的なアクセス言語であ

るEQL(ExtendedQueryLanguage)およびORIONコマンド

は一般ユーザーが使いこなすのは困難である｡

このため,当システムでは独自の簡易検索用画面を作成し,

この画面に従って各種条件を設定してもらうことによって,

指定された条件に従ったEQLおよびORIONコマンドをプログ

ラム内部でジュネレートし,一般ユーザーはこれら言語を意

識することなく利用できるように設計した｡

簡易検索用画面は,操作制御,入力方法の手引き,検索項

目ガイド,条件入力などから構成されている｡利用者は画面

上の操作手引きに従って,テンキーおよびファンクションキ

ーを押すだけで検索条件の設定,検索,表示,ソート,ファ

クシミリ出力,印刷などの処理を行うことができる｡

簡易検索用画面およびEQL/ORIONコマンドのジュネレー

ト例を図5に示す｡

新土木技術情報検索

操作制御 入力方法の手引き

前画面…‥ ‥…PFl

画面全条件削除…‥ ‥…PF2

項目設定終了‥‥･ =…PF3

ガイド入力‥川 ‥･‥PF4

直接入力･･… ‥…PF5

業務終了‥‥･ ‥‥やFll

●キーワード入力 上位< >
ガイド上の項目を条件とする

ガイドを上位に戻す

ガイド上の項目の下位を表示する

…‥番号＋送信

･･･番号＋PF8
ガイド画面のスクロ"ル 前進･･･PFll 後退…PF9

設定したキーワードを個々に ‥PF12

検索条件設定項目 検索条件(ガイド入力) ガイド(選択肢)

1資料種別

2 情報源･年月日

3 工事分野

4 キーワード

5 標題･概要

6 項目間OR設定

ウエルボイントエ

ディープウエル工

ウエルボイント

高揚程りエルボイント

ディープウエル

真空ディープウエル工

その他強制排水工

0 +〇
FQLのジェネレート

SEJECT△キーワードコード△FROM

△キーワードテーフリレ△WHERE△

キーワード△+lKE△りエルボイント工△

ORキーワード△+lKE△ディープウエル工

ORK)Nコマンドジェネレート

FIND△キーワード:ウエルボイント工△OR△

キーワード:ディープウエルエ

注:略語説明 EOL(ExtendedOuerY Language)

図5 簡易検索用画面 簡易検索用画面およびEQ+′′′′oR10Nコマンドのジェネレート例を示す｡

35



308 日立評論 〉OL.71No.4(1989-4)

3.3 FAX自動配信システム

本システムの検索からFAX自動配信のしくみを図6に示す｡

(1)検索:支店･現場の端末からホストコンピュータ上の

ORION DBを検索する｡検索は端末画面のガイダンスに従い

対話形式で検索絞り込みを進めていき,入力条件に基づき

ORIONコマンドをジェネレートする｡

(2)要旨:検索結果に対する資料の要旨･ファクト情報を検

索端末画面に表示する｡

(3)FAX要求:検索結果の資料のうち,資料原文を入手した

いものに対してFAX要求を出す｡

(4)アダプタコール:FAX要求コマンドが発行されると,光

ディスク管理ファイルを参照し検索結果のキャビネット名,

文章ID(Identifier),FAX番号などがあるデータストリームを

作成し,FAX配信サブシステムのアダフ0タをコールする｡な

お本システムでは,該当資料がどの光ディスク(キャビネット

名)の何番目に登錦された画像(文書ID)かという情報があらか

じめ光ディスク管理ファイルに作成されている｡

(5)キュー登録:FAX自動配信システムのアダプタはこのデ

ータストリームをキューに登録する｡

(6)データ取り出し:FAX自動配信システムのライタはキュ

ーを監視し,データが登録されていれば取り出してHITFILE

650の端末画面に決まったフォーマットで表示する｡

(7)画像伝送:HITFILE650側のFAX出力プログラムはホス

トアクセス機能を用い,端末画面にデータが表示されていれ

ばFILEMATEインタフェースを用いて,光ディスク上の画像

を取り出し指定されたFAX番号のFAXに画像を出力する｡

は)終了状態報告:FAX出力70ログラムは処理終了後,正常

終了か,異常終了かをホストアクセス機能を用いてライタに

伝える｡

(9)結果登録:ライタは,FAX出力プログラムから受信した

情報で,出力済みファイル,または保留ファイルに結果を出

力する｡

(10)FAX要求状態参照:検索したユーザーは,ユティリティ

を使用し,キュー,出力済みファイル,保留ファイルを参照

し,自分が出したFAX要求がどういう状態かを知ることがで

きる｡

田 今後の課題

HITFILE650を用いた｢イメージ情報検索システム+は順

調に稼動しており,今後の検討課題としては次のような点が

考えられる｡

(1)エキスパートシステムの適用

(2)マイクロメインフレーム結合の強化による一次DB検索･

編集処理の自動化

(3)現場･支店からのデータ入力の簡易化

以上の検討課題と取り組んでいくためには,今回開発した
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図6 FAX自動配信システムのLくみ 検索処王里からFAX自動配

信のしくみを示す｡

システムの有効性を評価し,システムの定着化を図ることが

肝要と思われる｡

b 結 言

本システムの開発によって,建設現場をはじめとする技術

情報を必要とする技術者に,迅速に資料原文を提供すること

が可能になった｡本システムの特徴は,光ファイルシステム,

コンピュータシステム,FAXという異なったシステムをそれ

ぞれの特徴を生かしてユーザーニーズオリエンテッドに統合

し,構成したことにあると言える｡OAは,単に機能だけ準備

すればよいということではなく,利用される環境,操作性を

考え,使う側の立場に立って開発されなければならず,その

ためには,このような統合技術も重要である｡光ファイルシ

ステム(HITFILE650)の特徴をうまく生かして今後ますます

多様な分野への適用が期待でき,エンドユーザーニーズを常

に念頭におき今後の展開を図っていきたい｡
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